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 先月、２月２日「主の奉献」の祝日が主日と重なり、主の奉献の場面の福音書を聞くこ

とができた。この箇所の中で、シメオンが言ったこととして紹介されていた言葉の中に、「あ

なたの救いを見た」とのみことばがあった。 

 巷でも、「救い」とか「救われた」と語られるのを聞く。聖書の中でも「救い」という言

葉はよく出てくる。イエスさまが「救い」を宣言される場面も何回か出てくるが、巷で使

われている「救い」の意味と、聖書で語られているその意味は同じなのだろうか。 

 イエスさまが救いを宣言する箇所としては、出血病の女性を癒した彼女に（マルコ５：

３４）、エリコの目の不自由な人を癒したあとでその人に（マルコ１０：５２）、重い皮膚

病１０人のうちイエスのもとにかえってきた一人の人にむけて（ルカ１７：１９）がある。 

 病気を癒すという奇跡はこの他にも報告されているが、癒されるたびにイエスさまは救

いを宣言されているわけではない。そこから、病気で苦しんでいる人や、悪霊に取りつか

れていた人が癒されるそのこと自体が救いということではないようだ。もし病気が癒され

ること自体が「救い」ということであれば、病気が治らない方には救いがないということ

になってしまう。 

 また、イエスさまが嵐を静めた出来事（cf.マルコ４：３５～４１）を語る場面では、溺

れ死ぬ危険から救われた出来事として語られているのではなく、むしろ「信仰がないのか」

とイエスさまのがっかりしたことばを示している。 

では、キリストがすべての人の救いのためにこの世に来られたことを信じる私たちキリ

スト者は、イエスさまが語る「救い」をどのように理解しているのだろうか、そしてその

「救い」を体験し味わっているのだろうか。 

 救いを宣言された場面や嵐を静められたときのイエスさまがおっしゃることから、「信

仰」が「救い」と直結していることが示されているのではないだろうか。すなわちイエス

さまがキリストであることを信じることができる信仰、それが救いなのだと。そうでなけ

れば「福音」とは言わないのではないだろうか。   

聖パウロは、ロマ書で「福音は救いをもたらす神の力。人を救うのは神の義であり、そ

の救いはひとえに信仰を通して与えられる。」（ロマ１：１６～１７参照）と述べている。「信

仰の喜び」という言い方があるが、これは「救いの喜び」と言い換えることができるので

はないだろうか。私たちも、信仰生活を送ることにより、この救い、喜びをしっかりと味

わっていきたいものである。 



お知らせ（3 月） 

 

１． 帰天  

次のお二方の姉妹が帰天されました。  

お二方の在りし日を忍び、永遠の安息をお祈り致しましょう。  

①テレジア・レティチア 植村 武子様（享年86歳）（北ブロック）  

②マリア・アスンタ 平田さだ子様（享年 75 歳）（西ブロック） 

 

２・今月の主な行事予定 

 （今月の主な行事予定表参照） 

 

３・四旬節黙想会 

3 月 28 日（土）午前10 時から聖堂で行います。 

指導司祭は、パウロ会 山内堅冶神父様です。 

内容は、講話・黙想・ゆるしの秘跡・わかち合いです。 

＊聖書・昼食をご持参下さい。 

 （テーマなどの詳細は、センター掲示板に、きまり次第貼りだしますのでご

覧ください。） 

 

４・四旬節愛の献金 

四旬節「愛の献金」のお願い 

2 月 26 日より、教会は四旬節に入りました。 

フランシスコ教皇様の 2020 年・四旬節教皇メッセージ「キリストに代わっ

てお願いします。神と和解させていただきなさい」（２コリント 5・20）も

出されましたので、そのコピーをお席に配布致しました。ご一読頂き、教皇

様のメッセージをみんなで心に留め、この四旬節を神との和解のために祈り

と節制をもって過ごし、その節制の印を愛の業として、献金にご協力をお願

い致します。 

詳細につきましては、聖堂出口にあります「四旬節キャンペーン小冊子 

2020 年」の『四旬節 「愛の献金」趣意書』をご覧下さい。 

献金にご協力下さる方は、聖堂出口の棚にあります緑の封筒「四旬節 愛の

献金」をお持ち帰り頂き、節制の都度、お入れいただいて 4 月 6 日までの主

日に聖堂内の「月定献金」の箱にお入れ下さるようお願い致します。 

                          （地域福祉委員会） 

 

 

 



５・読書会 

  「キリスト教信仰のエッセンスを学ぶ」（横浜教区司祭 小笠原優神父様著） 

第３回を行います。皆さんご一緒に、この著書の副題「より善く生きるため

の希望の道しるべ」について学び、分かち合いませんか 

・読書会の開催日時 ３月 10 日（火）16 時～17 時 30 分 

場所：甲府教会センター１F ホール  

 

６・関連団体からのお知らせ 

 （１）NPO 法人やまなしライフサポート 

   新型肺炎の対応として、しばらくの間毎週木曜日の炊き出しは中止し、

おにぎり配布に変更します。おにぎり作りをしていただけるボランティ

アさんは午後 2 時にお集まりください。 

 

（２）NPO 法人 こどもサポートやまなし 

     ①学習会 

        山梨カトリック福祉センター 8 日（日）、22 日（日） 

13 時 30 分よりおこないます。 

 

       ②運営委員会 

        17 日（火）18 時30 分よりセンター１F ホールで行います。 

     

（３）山梨ダルクを支援する会 

       13日(金）18時30分から日本キリスト教団甲府中央教会で行います。 

 

  

  



小教区民の皆様へ 

 

新型コロナウイルス感染拡大に関して 

 

 連日ニュースをにぎわせている新型コロナウイルスについては、既に周知のことと思い

ます。当小教区においては、既に対応策として消毒液が配置されたりしておりますが、個々

人でもお気をつけください。他の教区では、教会として具体的な対応策を取っているとこ

ろもありますが、横浜教区においては、教区としての何か具体的な指示は出さず、それぞ

れに対応するようにとのことです。 

 

そのため、当小教区においてはしばらくの間下記の対策を講じますのでご理解ください。 

 

－、ミサは閉じられた空間の中で行なわれているので、そのことで感染の危険を感じて

おられるのであれば、しばらくの間は無理にミサに出席しなくてもかまいません。 

－、体調が悪いなと思われる方は、気兼ねなくミサを欠席するほうが良いと思います。 

－、心配な方はミサ中マスクをしたままでもかまいません。 

－、聖水盤は撤去します。 

－、ミサ前に各自でパンを入れていましたが、それを停止します。 

－、ミサ献金のかごを廻していますが、入り口に献金箱を設置しますのでそこに入れて

ください。 

－、ご聖体を口で拝領する方々は、手で受けるようにしてください。 

 

この他、必要が出てきた際には新たな対応策を講じることをあらかじめご承知ください。 

 

 

以上、よろしくご協力の程お願いします。 

２０２０年３月１日 

                  甲府・塩山教会主任司祭  白木 信一 



 

こんにちは、こぴっとプロジェクトです 
        （山梨地区東北被災地支援プロジェクト） 

 

〇東日本大震災支援の集い開催について 

  今年は各教会ごとに震災発生月（3 月 11 日）の３月に DVD 上映・その他（東北の特

産品販売等）開催を行います。 

・甲府教会  

  3 月中に開催予定でしたが、新型コロナウイルスのため、延期いたします。 

・塩山教会 3 月 8 日（日）ミサ後 

   福島県南相馬市の DVD 鑑賞 

   分かち合い（お茶・お菓子付き） 

  の予定でしたが、新型コロナウイルスのため、延期もしくは中止の可能性があります。 

 

〇ボランティア行ってきます 

   ・担 当 ： 甲府・塩山 

  ・訪問地 ： カリタス石巻ベース 

  ・日 程 ： 3 月 9 日（月）～12 日（木） 

  ・参加者 ： 宮澤 由美（甲府） 

 の予定でしたが、受付先の仙台教区サポートセンターより、宿泊でのボランティアお 

 よび県外からのボランティアの受け入れを停止するとの連絡がありましたので、3 月 

 のボランティアは残念ながら中止になりました。 

 



張神父様をお迎えして 

 

[ あなたがたの光をひとびとの前に輝かしなさい ] 

 

 

 

二年ぶりの韮崎教会主任張神父様を

おむかえしての主日のミサ。 

大勢の信者の前で、なつかしそうに、

ゆったりした口調で始まった「地の塩、

世の光」の説教。いつも通りのわかり

易いたとえ話、風刺のきいた独特な口

調、そして、笑いをさそうような具体

的な例示。あっという間の一時間だっ

た。聖堂の会衆は、多くの感銘を受け

たようだった。 

 

  

 

 

 

 

 

ミサのあとは、サンタルチア講堂で、神父様

との交流会が持たれた。約８０名ちかくの参

加者があり、女性会特製のカレーを味わいな

がらの質問タイム。ときには歌まで歌ってい

ただいての交流。画像による神父様の出身地

の紹介などもあって、なごやかで有意義なひ

とときを持つことができました。 

神父様、本当にありがとうございました。 

 

主に栄光。                     

（宮澤 賢治） 



        

✞✞  今今月月のの典典礼礼奉奉仕仕表表（（３３月月））✞✞  
 

   日      第一朗読 第二朗読 共同祈願奉仕 聖堂案内 

３月 １日 石塚 そう シエナ まさき 今井（勇） 今津 

８日 高原 遠藤 広瀬 武井コーラゾン 

１５日 大木 原メグミ 岩永 木村 

２２日 宮澤 山田 芦沢 芦沢（マ） 

２９日 国際ミサ 国際ミサ 志村 大井 

４月 ５日 デラクルス・エイシャ 窪田 秀喜 鶴田 今津 

 

✞ 今今月月ののここよよみみ（（教教会会暦暦・・行行事事等等））✞✞    

  

・主日のミサ 日曜日１０：３０～ 

・平日のミサ 火・金・土曜日０６：５０～（但し初金のミサ ９：３０～） 

 

３月 １日（日）四旬節第一主日   １０：３０ ～ ミサ （入信志願式） 

       

８日（日）四旬節第二主日   １０：３０ ～ ミサ 

１５：００ ～ ポルトガル語ミサ （Português） 

 

     １５日（日）四旬節第三主日   １０：３０ ～ ミサ 

                     １２：３０ ～ 韓国語ミサ    （ 한 글 ） 

 

２２日（日）四旬節第四主日   １０：３０ ～ ミサ  

                １５：００ ～ 英語ミサ      （English） 

                １６：００ ～ スペイン語ミサ   （Español） 

                

２９日（日）四旬節第五主日   １０：３０ ～ 国際ミサ 

           

４月 ５日（日）受難の主日（枝の主日）１０：３０ ～ ミサ 

 

 

※３月３１日（火）の早朝ミサはお休みとなります。 

 

 清 掃 当 番 表 （ ３月、４月・各ブロック・各グループ輪番制） 

３月  ８日（日）   ブラジルグループ ４月  ４日（土）  山城・峡南ブロック 

３月 １５日（日）     韓国グループ ４月 １１日（土）  中央・北ブロック 

３月 ２１日（土）    東・南ブロック  ４月 １２日（日）  ブラジルグループ 

３月 ２２日（日）フィリピン・スペイン語グループ ４月 １９日（日）フィリピン・スペイン語グループ 

 

 


